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非常勤講師
岩手大学人文社会科学部,秋田大学,岩手大学教育学部,宮城学院女子人学,富山人学,
聖和女・f短娚大学,九州人学
韓国出張
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韓国出張
国立忠南大学における大幹日語日文学会で講演
国立台湾大学における追求卓越的日本研究国際会議で講演
国立釜慶大学における東北アジア文化国際会議で講演

1.著書と編著書
1.『近世初期漢字文化の世界』
明治書院平成10年3月
2.『漢字の泉』(佐藤喜代治他と共茗)
河北新報社平成3年7月
業
3.『続漢字の泉』(佐藤喜代治他と共茗)
河北新蛾社平成4年7月
績
4.『統々漢宇の呆』(佐藤喜代治他と共著)
河北新轍社平成5年7月
朝倉書店平成7年10月
目 録
5.『漢字百科大*典』(佐藤喜代治他と共編)
明治書院平成8年1打
6.『同語論究』第5架~(佐献禽代治編編集委員)
明治書院平成6年~
Ⅱ. 論文など
1.「平安時代の漢籍訓統語のー・性格・再統字を中心としてー」
(『国語学』第64集昭和41年3月)
2.「『イヨタツ』と『ヨタツ』について」
(『国語学研究』第 7 集昭和42イ1Ξ8月)
3.「鎌倉時代の動詞についての・・考察」
(『文芸研究』第59集昭村143年6月)
4.「中世における動詞の実態」
(『岡語学研究』第9集昭利44年10ID
5.「延懐と明覚をめぐって一日本悉曇学史における・一問題一」
(『国語学研究』第 9集昭ネ叫5午12fD
6.「東北大学恢1書館藏蕪悉地凋羅経古点」
(『共立女・f大学文芸学部紀要』第20集昭和48年2月)
フ.「徒然草の音韻」
(『徒然草講座』4 有精堂昭和四年Ⅱ月)
28
「 近 代 に お け る 漢 文 訓 読 の 流 れ 」
( 『 言 語 牛 活 』 2 9 1 号 昭 和 5 0 年 1 2 月 )
「 新 注 家 点 の 展 開 」
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 0 集 昭 罰 巧 1 年 2 打 )
時 命 語 元 確 四 年 点 と 文 之 点 」
( 『 佐 藤 喜 代 治 教 授 退 官 記 念 阿 語 学 論 集 』 桜 楓 社 昭 和 5 1 年 6 打 )
「 山 崎 嘉 点 の 忰 格 」
( 『 文 芸 研 究 』 第 8 2 集 昭 和 5 1 年 6  牙 )
『 寛 文 四 年 版 道 春 点 論 語 語 粂 索 引 稿 』
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 3 集 昭 和 5 2 年 2 刀 )
「 近 世 に お け る 新 注 家 点 の 形 成 ・ 一 偶 斎 点 を 例 と し て ・ ・ 」
( 『 国 語 学 研 究 』 第 1 6 集 昭 和 5 2 年 8 月 )
「 林 驚 峠 の 『 詩 経 正 文 』 と 『 詩 訓 異 同 』 に つ い て 」
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 4 集 昭 和 5 3 年 2 月 )
「 道 春 点 の 形 成 ・ ・ 惺 寓 点 の か か わ り を 中 心 に し て ー 」
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 5 集 昭 和 5 4 年 2 月 )
「 萩 生 徂 徠 の 訓 読 観 」
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 6 集 昭 和 郭 年 2 打 )
「 近 世 に お け る 漢 文 訓 読 の 一 問 題 一 荻 牛 徂 徠 の 訓 読 の 世 界 ・ ・ 」
( 『 国 語 学 』  1 2 3 集 昭 和 5 5 年 1 2 月 )
「 林 羅 川 『 大 学 諺 解 』 を め ぐ る 諸 問 題 」
( 『 歴 史 と 文 化 』 岩 手 大 学 人 文 社 会 科 学 部 ア ジ ア 研 究 編 昭 和 5 6 年 2 打 )
「 松 永 昌 易 の 『 、 首 書 五 経 集 注 』 に お け る 訓 点 に つ い て 」
( 『 ア ル テ ス ・ り べ ラ レ ス 』 第 2 8 集 昭 和 5 6 年 7 月 )
「 近 世 易 学 受 容 史 に お け る 驚 静 点 『 易 経 本 義 』 の 意 義 」
( 『 文 芸 研 究 』 第 1 0 0 集 昭 和 5 7 年 5 月 )
「 講 義 注 釈 書 の 語 奬 一 原 注 釈 書 と し て の 『 周 易 訓 点 異 同 』 に お け る 原 注 と 訓 読
語 に つ い て ー 」
( 『 講 座 日 本 語 の 語 奬 』  5  朋 治 書 院 昭 和 5 7 年 6 月 )
「 語 誌 『 あ る い は 』 『 う さ ん ( 胡 散 ) 』
( 『 講 座 Π 本 語 の 語 粲 』  9  明 治 書 院 昭 和 5 8 年 6 月 )
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23 晞吾誌『どうよく(胴欲)』『のんき(呑気)』『やがて』」
(『誥座日本語の誥粂』 H 明治書院昭和58年6月)
「近世古方藷書索引」第1集
私家版昭和58年12阿
「林羅1」_1訓点『毛詩注疏』の和訓の性格とその意義」
(『国語語奬史の研究』第5集和泉書院昭和諦年5刃)
「国会凶ι1館藏正安四年本『釈氏往来』について」
(『アルテス・りべラレス』第34 集昭村巧9年6円)
「庄内浜荻宗引」
私家版昭和60年1月
「藤原惺禽と古点」
(『文芸研究』第109集昭和60年・5 打)
「林驚蜂の『公羊伝・殻梁伝』刊行をめぐって」
(『汲古』第7集昭和印年7刀)
「林羅山と乎沢本正平版論語をめぐって」
(『思恕と文化』岩手大学人文社会科学部欧米研究編昭和61午2月)
「道春点の形成過程とその成立について」
(『国語論究』 1 明治書院昭和61年5月)
「近世初棚における漢文訓読語の一性格一雅の世界と俗の世界とー」
(『国語語粂史の研究』第7架和泉書院昭和61午12月)
「際原惺寓点の資料について」
(『訓点語と訓点資料』第77集昭和62年3円)
「随onと漢字荻生徂徠の『南留別志』をめぐる二,三のぎ察」
(『漢字講座』7 明治舌院昭和62年12乃)
「漢字和訓索引」
私家版昭和63イf2 打
「文と玄目と『周易伝義大全』」
(『日本文化研究所研究報告』第25条平成元年3月)
「人名の漢字」
(『漢字講座』Ⅱ明治書院・平成元年6月)
「明治以降の漢字研究の歩み」
(『漢字講座』 2 明治書院平成元年8月)
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「 国 語 学 史 か ら 見 た 『 桂 庵 和 尚 家 法 倭 点 』 の 意 義 」
( 『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 机 』 第 3 9 集 平 成 2 年 3 打 )
「 寛 永 版 周 易 古 注 点 の 性 格 と そ の 背 景 」
( 『 日 本 文 芸 思 潮 論 』 片 野 達 郎 編 桜 楓 社 平 成 3 年 3 月 )
「 近 世 初 期 に お け る 伝 文 の 体 の 訓 読 と 『 ゾ 』 」
( 『 国 語 論 究 』  3  明 治 書 院 平 成 3 午 . 1 0 月 )
「 朝 鮮 半 島 経 山 の 中 国 俗 語 の 研 究 」
( 『 武 蔵 野 文 学 』  3 9  平 成 4 年 1 打 )
「 元 刊 本 『 周 易 句 解 』 を め ぐ っ て 」
( 『 汲 古 』 第 2 2 号 平 成 4 年 Ⅱ 月 )
「 近 世 初 期 に お け る 朝 鮮 漢 字 文 化 の 展 開 」
( 『 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 別 巻 第 3 0 集 平 成 5 年 3 月 )
「 東 京 国 立 博 物 館 蔵 白 氏 文 集 林 羅 山 点 」
( 『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 綴 』 第 4 3 号 平 成 6 年 3 月 )
「 文 之 玄 昌 と 宋 学 一 周 易 伝 義 大 全 の 書 き 入 れ を 通 し て 見 た ー 」
( 『 文 化 』 第 5 7 巻 3  ・  4  号 平 成  6 年 3 月 )
「 唐 話 学 の 夜 明 け 前 一 唐 話 辞 書 『 語 録 解 義 』 の テ キ ス ト と そ の 性 格 一 」
( 『 国 語 論 究 』  5  明 治 書 院 平 成 6 年 1 2 月 )
「 唐 話 資 料 『 語 録 解 義 』 の 二 字 漢 語 」
( 『 文 芸 研 究 』 第 1 3 9 集 平 成 7 年 5 月 )
「 近 世 語 と し て の 徂 徠 用 語 」
( 『 文 化 』 第 印 巻  1 ・  2 号 平 成 8 年 9 月 )
「 『 俗 語 解 』 と 『 雅 俗 漢 語 訳 解 』 一 近 世 唐 話 学 の 行 方 一 」
( 『 文 芸 研 究 』 第 1 4 3 集 平 成 9 年 1 打 )
「 近 代 語 史 に お け る 『 訳 文 筌 蹄 』 の 意 義 』
( 『 国 語 論 究 』  6  明 治 書 院 平 成 9 年 7 月 )
「 俗 語 解 小 考 」
仂 口 藤 正 信 編 『 こ と ぱ の 歴 史 地 理 構 造 』 明 治 書 院 平 成 9 年 7 月 )
「 藤 原 惺 寓 の 文 章 と 士 代 語 」
( 佐 藤 武 義 編 『 万 葉 集 の 世 界 と そ の 展 開 』 白 帝 社 平 成 1 0 年 4 月 )
「 藤 原 惺 寓 と 中 古 語 」
( 『 国 語 論 究 』 7  明 治 書 院 平 成 1 0 年 1 2 月 )
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55 「国語学から見九『訓訳示蒙』と『訳文筌蹄』」
(佐藤武義編『語粂・語法の新研究』明治書院平成Ⅱ年10打)
「『匹如』の解釈とその歴史」
(遠藤好英編『語から文章へ』平成12年8月)
「『応氏六帖』と『漢字和訓』
(『国語論究』8 明治書院平成12年Ⅱ月)
「日本における漢文の受容と展開」
(『追求卓越的日本研究国際会議論文集』国立台湾大学平成12年12月)
「朝鮮半島を経由した日本の漢字文化」
(『Π語日文学』第15集大韓日語日文学会平成13年5月)
「日本における中国俗語の受容とその展開」
(『東北亜文化研究』第・一集東北アジア文化学会平成13年10月)
「現代語粂研究の歴史」
(『講座現代Π本語』第4巻語奬明治書院平成14年6月)
「近代語史・近代語学史における荻生徂徠の位置」
(『国語と国文学』平成14年Ⅱ月)
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5
の他
佐藤喜代治編『国語学研究事典』
項目散筆明治書院昭和52年6月
中田祝夫編『古語大辞典』
項目甑筆小学館昭府巧8年12月
「百語における日本人の公私観念一文献による語粂調査と水沢市における場面
別調査からー」
(『Π本文化研究所研究帳告』別巻第26集加藤正信等と共同執笋平成元
年3 jl)
「南部・伊逹藩境地帯における方言分布調査の蝦告と考察」
(『日本文化研究所研究撮告』別巻第28集加藤正信等と共同執筆平成3
年3月)
赤祖父哲治他編『日・中・英言語文化事典』
項目執笋マクミラソランゲージハウス平成12年5月
築島裕他編『訓点語辞典』
項目その他執筆東京堂平成13年9月
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6Ⅳ .
佐 藤 喜 代 治 『 字 義 字 訓 串 典 』
( 『 文 芸 研 究 』 第 Ⅱ 3 集 昭 罰 ] 6 1 年 9 月 )
佐 藤 デ 『 叫 本 よ り 見 た る 近 世 初 期 言 語 の 研 究 』
( 『 新 潟 大 、 1 国 語 国 文 学 会 誌 』 第 3 2 集 平 成 元 年 3 打 )
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